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第
十
五
条

署
名

二
千
八
年
五
月
三
十
日
に
ダ
ブ
リ
ン
で
作
成
さ
れ
た
こ

の
条
約
は
、二
千
八
年
十
二
月
三
日
に
オ
ス
ロ
に
お
い
て
、

そ
の
後
そ
の
効
力
が
生
ず
る
ま
で
の
期
間
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
あ
る
国
際
連
合
本
部
に
お
い
て
す
べ
て
の
国
に
よ
る

署
名
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

第
十
六
条

批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入

１

こ
の
条
約
は
、
署
名
国
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
、
受
諾

さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
約
に
署
名
し
な
か
っ
た
国
に

よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

３

批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
は
、
寄
託

者
に
寄
託
す
る
。

第
十
七
条

効
力
発
生

１

こ
の
条
約
は
、
三
十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承

認
書
又
は
加
入
書
が
寄
託
さ
れ
た
月
の
後
六
番
目
の
月

の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

三
十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入

書
が
寄
託
さ
れ
た
日
の
後
に
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認

書
又
は
加
入
書
を
寄
託
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条

約
は
、
そ
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書

が
寄
託
さ
れ
た
日
の
後
六
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を

生
ず
る
。第

十
八
条

暫
定
的
適
用

い
ず
れ
の
国
も
、
自
国
の
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加

入
の
時
に
、
こ
の
条
約
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る

ま
で
の
間
第
一
条
の
規
定
を
暫
定
的
に
適
用
す
る
旨
を
宣

言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条

留
保

こ
の
条
約
の
各
条
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
留
保
を
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
条

有
効
期
間
及
び
脱
退

１

こ
の
条
約
の
有
効
期
間
は
、
無
期
限
と
す
る
。

２

締
約
国
は
、
そ
の
主
権
を
行
使
し
て
こ
の
条
約
か
ら

脱
退
す
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
を
行
使
す
る
締

約
国
は
、
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
、
寄
託
者
及
び
国
際

連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
対
し
て
そ
の
旨
を
通
告
す

る
。
脱
退
の
通
告
に
は
、
脱
退
し
よ
う
と
す
る
理
由
に

つ
い
て
の
十
分
な
説
明
を
記
載
す
る
。

３

脱
退
は
、
寄
託
者
が
脱
退
の
通
告
を
受
領
し
た
後
六

箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
脱
退
す
る
締
約
国

が
当
該
六
箇
月
の
期
間
の
満
了
の
時
に
お
い
て
武
力
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
脱
退
は
、
武
力

紛
争
の
終
了
の
時
ま
で
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
二
十
一
条

こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
い
国

と
の
関
係

１

締
約
国
は
、
す
べ
て
の
国
に
よ
る
こ
の
条
約
へ
の
参

加
を
得
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
こ
の
条
約
の
締
約
国

で
な
い
国
に
対
し
、
こ
の
条
約
を
批
准
し
、
受
諾
し
、

承
認
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
よ
う
奨
励
す
る
。

２

締
約
国
は
、
３
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
こ
の
条
約
の

締
約
国
で
な
い
国
の
政
府
に
対
し
て
こ
の
条
約
に
基
づ

く
自
国
の
義
務
に
つ
い
て
通
報
し
、
及
び
こ
の
条
約
が

定
め
る
規
範
を
奨
励
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
国
が

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
の
使
用
を
抑
制
す
る
よ
う
最
善
の
努
力

を
払
う
。

３

第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
及
び
国
際
法
に
従

い
、
締
約
国
又
は
そ
の
軍
事
上
の
要
員
若
し
く
は
国
民

は
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
い
国
で
あ
っ
て
締
約
国

に
対
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
活
動
を
行
う
こ
と
の
あ
る

も
の
と
の
間
で
軍
事
的
な
協
力
及
び
軍
事
行
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

４

３
の
規
定
は
、
締
約
国
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
行
う

こ
と
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。

æ

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
開
発
し
、
生
産
し
、
又
は
生
産

以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
。

ç

自
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
貯
蔵
し
、
又
は
移
譲
す
る

こ
と
。

è

自
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
使
用
す
る
こ
と
。

é

使
用
さ
れ
る
弾
薬
の
選
択
権
が
専
ら
自
国
の
管
理

の
下
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
の
使

用
を
明
示
的
に
要
請
す
る
こ
と
。

第
二
十
二
条

寄
託
者

国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
こ
こ
に
、
こ
の
条
約
の
寄
託

者
と
し
て
指
名
さ
れ
る
。

第
二
十
三
条

正
文

こ
の
条
約
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
を
ひ
と
し
く
正
文

と
す
る
。

外
務
大
臣

岡
田

克
也

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

内
閣
総
理
大
臣

菅

人
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